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裏
路地

険
探

■
海
辺
の
漁
師
町
で
日
本
海
形
成
の
足
跡
を
た
ど
る
／
香
美
町
香
住
区
下し
も
の
は
ま浜

風
光
明
媚
な
海
岸
線
が
続
く
海
辺
の
漁
師
町
…

但
馬
松
島
や
動
物
の
足
跡
化
石
、漣
痕
化
石
な
ど
、

日
本
海
形
成
の
ド
ラ
マ
を
垣
間
見
る
地
質
遺
産

　

断
崖
、
洞
門
、
岩
礁
な
ど
様
々
な
表

情
を
見
せ
る
、
国
指
定
の
名
勝
「
香
住

海
岸
」。
中
で
も
香
住
湾
の
西
側
に
位

置
す
る
香
美
町
香
住
区
下
浜
は
、
日

本
海
の
雄
大
な
景
色
が
望
め
る
風
光

明
媚
な
場
所
。

　

集
落
内
に
は
38
軒
の
旅
館
・
民
宿
が

軒
を
並
べ
、
夏
の
海
水
浴
、
冬
の
か
に

シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

以
前
は
大
半
の
家
が
半
農
半
漁
で

生
計
を
立
て
て
お
り
、
冬
場
は
出
稼
ぎ

に
出
て
い
た
そ
う
だ
。

　

近
年
で
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

テ
ー
マ
で
あ
る
日
本
海
形
成
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
多
様
な
地
形
・
地
質
を

間
近
で
感
じ
ら
れ
る
場
所
と
し
て
も
人

気
が
あ
る
。

　
「
下
浜
の
よ
い
所
は
海
岸
線
が
長
い

こ
と
。
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
美
が
自
慢

で
す
。
磯
場
は
子
ど
も
の
頃
、
格
好
の

遊
び
場
で
し
た
」
と
、
案
内
役
の
松
下

弘
行
さ
ん
。

　

三
田
浜
海
水
浴
場
ま
で
続
く
道
は

「
希
望
の
道
」と
呼
ば
れ
、
散
策
道
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
途
中
に
あ
る「
地

蔵
鼻
」
に
は
あ
ず
ま
や
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
の
眺
望
は
日
本
海
と

弁
天
島
、
四
ッ
島
と
い
っ
た
島
々
と
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
大
変
美
し
く
、「
但
馬
松

島
」
と
呼
ば
れ
る
絶
景
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。

　

集
落
の
人
も
あ
ず
ま
や
ま
で
わ
ざ
わ

ざ
バ
イ
ク
で
乗
り
つ
け
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

出
か
け
る
そ
う
だ
。

　

漁
港
の
南
側
に
あ
る
「
平
島
」
は
、

波
の
侵
食
に
よ
っ
て
平
ら
に
な
っ
た
波
食

棚
が
広
が
る
場
所
。
釣
り
の
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
る
こ
の
地
は
、
平
成
15
年
に
「
動
物

の
足
跡
化
石
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、

一
躍
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
か
ら
約
２
千
～
１
千
７
百
万
年
前

但馬松島や香住湾、白石島などの景観が望める「地蔵鼻」。お
地蔵さんが安置されていて、別名「アゴなし地蔵」と呼ばれる。
地元では歯痛が治ると伝承されている。姨捨伝承が残る「ばば
落とし」では、岩の割れ目から吹き出す波が圧巻。

地蔵鼻から見る「但馬松島」の光景。弁天島（右）はライオン
が伏せているように見えることから「ライオン島」とも呼ば
れる。島内には海上の守護神である弁天さんが祀られ、漁
に出て行く漁師たちの安全を見守っている。

平島周辺に残るかつての舟屋の面影が漂う家屋（右）。護岸整
備されるまではこの辺りまで海だった。また、集落内には焼
板塀の家々が軒を連ね、漁師町の佇まいを見せる。

あずまやの向かいにある
「漣痕化石（上）」は、調査
により、流痕であることが
分かった。流痕は湖や川
の底にできる水流の痕で、
淡水魚の化石が発見され
ていることから、この地に
は淡水の環境があったこ
とが分かっている。

ばば落とし
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の
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
頃
の
ゾ
ウ
・
サ
イ
・
シ
カ
な
ど
の
仲
間
の

足
跡
化
石
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、こ
の
辺

り
は
川
か
湖
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

水
辺
に
集
ま
っ
た
動
物
た
ち
が
残
し
た
足

跡
は
、
日
本
海
形
成
の
謎
を
解
き
明
か

す
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
集
落
内
に
入
る
と
、
焼
板
塀
の

家
々
が
肩
を
並
べ
、
細
い
路
地
が
入
り

組
ん
だ
港
町
特
有
の
町
並
み
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
迷
路
の
よ
う
な
路
地
は

旅
の
好
奇
心
を
か
き
立
て
、
丸
形
の
ポ

ス
ト
や
舟
屋
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
家

屋
な
ど
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
が

町
全
体
に
漂
っ
て
い
る
。

　

冬
は
雪
景
色
、
夏
は
漁
火
と
四
季

折
々
の
表
情
を
見
せ
る
下
浜
の
海
岸

線
。
喧
噪
か
ら
離
れ
て
、
の
ん
び
り
と

散
策
す
る
に
は
格
好
の
場
所
で
あ
る
。

●「裏路地探険」に参加してみませんか！！
平成26年1月18日（土） 10:00〜12:00

「養蚕農家の面影をたどる」 養父市大屋町大屋市場

＊実施日の10日前までに、18ページ掲載のＴ2編集部
へ、住所・氏名・年齢・電話番号・「裏路地参加希望」
とお書きの上、ハガキで申し込みください。開催は午前
中、現地集合・現地解散となります。申込締切日後、
案内を参加ご希望の方へ送付致します。

帝釈寺は、大宝2年（702）に法相宗
の開祖である道照上人によって再建
されたと伝わる古刹。江戸初期の作
庭とされる庭園は小堀遠州に共通す
る点が多く、特に石組みが美しい。桜
の名所でもあり、3月下旬には珍しい
五色椿が境内裏手に花を咲かせる。

永禄元年（1558）建立の
西迎寺。境内に湧き出る
「洗心甘露水」は海に近いに
も関わらず塩分がなく、名前の通
り、甘みを感じる名水。

地蔵鼻では火山活動で噴
出したマグマによってでき
た地層の変化を見ること
ができる。

力試しの力石。持ち
上げられたら、一人
前の男とされる。角
のないタマゴ形
なので、コツが
いるんだとか。

今では珍しくなった
丸型のポスト

帝釈寺

枕石

公民館
（案内看板）

前の浜

香住高校
艇庫

探してみよう！！
動物の足跡化石

いそ公園・海守の碑
（漁火スポット）

地蔵鼻
（ばば落とし）

弁天島（ライオン島）四ッ島

但馬松島至三田浜海水浴場

希望の道

漣痕（流痕）化石

平島

下浜漁港

至香住市街地

至
新
温
泉
町

昔の掲示板である
制札や共同の井戸
跡。まさに井戸端会
議が開かれていた。

漁師町ならでは
天気を読む気圧計

船を引揚げる
巻揚げ機の小屋

ヲメ川

毎
年
10
月
５
日
、
法
庭
神
社
の
三
番

叟
が
奉
納
さ
れ
る
薬
師
堂（
芝
居
堂
）

細い路地丸いタモの木
青葉保育園

日本海
（香住湾）

舟屋の名残りを残す
建物。かつてはこの
辺りまでが海だった。

国
道
１
７
８
号

サイの仲間

ツルの仲間

本尊である帝釈天が
下浜の平島に流れ着
いた時、枕にして横た
わっていたと伝わる「枕
石」。記念として石を切
り取り運ばれた。

西迎寺
（洗心甘露水・力石）

あずまや


